
令和5年度事業報告書

法人の名称　　特定非営利活動法人　鎌倉あそび基地

１　事業の成果

学童保育事業は7年目。少人数で家庭的な環境や地域との密接な関わりなどを求めて当団体を

選択するご家庭が多いが、ここ数年、より細やかな対応が必要なケースも増加してきている。学校

内外での困りごとをご家庭から相談を受けることもあるが、併設しているフリースクールにはそうし

たケースに対応する知識や経験豊富なスタッフがいるので、協力して対応することで団体の強み

を生かした運営ができていると感じている。スタッフ研修はフリースクールスタッフと共に実施して

おり、スタッフ間での情報共有やノウハウを伝えあうことでスタッフの育成も進んでいる。また、アー

ティストの方にスタッフとして関わってもらったり、教育や子どもの発達を専門に学ぶ大学生にス

タッフとして関わってもらうなかで、子どもの育ちを多角的に見守れるようになり、スタッフ間の意見

交換も活発になり、より充実した保育を展開できていると実感している。　

フリースクール事業は、かながわボランタリー活動推進基金２１の助成を受け、神奈川県教育委員

会との協働事業5年目、最終年度であった。協働事業である不登校情報ポータルサイト「キミイロ」

のコンテンツの一つとして、長年不登校の子どもたちを見守ってきたフリースクールの代表者5名と

県教育局支援部長による座談会動画を制作したが、半年間で再生回数2,900回を超え、県の教

員研修や不登校相談会等で活用された。また、横浜国立大学附属小学校・中学校との連携とし

て、先生方の視察と意見交換を数回に分けて受け入れ、同校内の居場所設置が実現した。次年

度から実施予定の鎌倉市の公立小中学校内でのフリースペース設置に向けて、参考になる事例

となったのではないかと考えている。

今年度は認定NPO法人となり、ファンドレイジングをスタッフが主体的に学び、マンスリーサポー

ターも30名以上となった。団体の活動を多くの方に理解してもらえるようSNS発信やライブ配信にも

注力した。

来年度も子どもが真ん中居場所づくりを継続し、子どもたちが自分の居場所や学びの場を選択で

きる社会の実現に向けて活動していきたい。

２　事業内容

（１）特定非営利活動に係る事業

①　放課後児童健全育成事業

(ア) ・内　　　容　放課後児童健全育成事業　
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・日　　　時　通年

・場　　　所　鎌倉市常盤145「ふかふか」

・従事者人員　学童保育施設運営　年260日開所　

一日2～5人　　　　

ワークショップ　　12回

・受益対象者　乳幼児　小中高生　その保護者

学童保育施設運営　年260日開所

登録児童数　36名

ワークショップ　12回

・支出額　13,849,098　円

(イ) ・内　　　容　放課後児童クラブ支援事業

・日　　　時　通年

・場　　　所　鎌倉市常盤１４５「ふかふか」

・従事者人員　年260日開所　一日2～5人

・受益対象者　乳幼児　小中高生　その保護者

年260日開所　登録児童数　36名

・支出額　1,765,100　円

②　フリースクール事業　

・内　　　容　フリースクール事業　ワークショップ　　　

・日　　　時　通年　

・場　　　所　鎌倉市常盤１４５「ふかふか」及びその周辺　

・従事者人員　フリースクール事業　年158日開所

一日　3〜4人

ワークショップ　182回

・受益対象者　小中高学生、その保護者　

フリースクール事業　年158日開所　 　延べ　1,265人

ワークショップ　182回開催　　　　　　　　延べ　919人
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・支出額9,309,018円

③　プレーリーダー、読み聞かせ、造形活動等に関する事業

④　その他この法人の目的を達成するうえで必要な事業

　 　　③④については、②フリースクール事業内で行った。

以　　　上
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